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高校陸上競技部指導者の広報活動について
A study on Publicity Activities for Track and Field Events 


















































































男女 254 84.1% 
男子のみ 20 6.6% 
女子のみ 28 9.3% 
(2)今年度の平均部員数
男女 42.6土 17.55 （最小 9 最大 97)
男子の 3 7. 7士 15.5 5 （最小 17 最大 70)
女子のみ 23.5士 8.54 （最小 8 最大43)
全平均 40. 5士 17. 66 （最小 8 最大 97)
(3)平均指導者数
男 性 1. 9土 0.97 （最小〇最大 6)
女 性 0.3士0.53 （最小 0 最大 2)
(4)指導者の平均年齢
4 4. 9士8.43 （最小 24 最大 64) 
(5)平均指導経験年数
20.3士9.14 （最小 1 最大40)
(6)現在の陸上競技部の平均指導年数

















練習態度 89 31.3 % 
人間形成 45 15.8 % 
感謝 25 8.8 % 
努力 23 8.1 % 
生活習慣 17 6.0 % 
文武両道 15 5.3 % 
高校生 13 4.8 % 
礼儀・挨拶 12 4.6 % 
自主性 ， 3.2 % 
杜会人 8 2.8 % 
勝利 1 0.4 % 
その他 12 4.2% 






















































まったく必要ないと思う 2 0. 7 % 








あまり高くなっていない 7 2.4 % 
まったく高くなっていない 2 0. 7 % 
無回答 2 0. 7 % 
広報の必要性を 88.1％が認めており、 78.2% 
が必要性が高まっていると認識している。
(10)広報活動の目的 (3項目以内回答）
部の宣伝をする 45 14. 9 % 
部の活動全体を伝える 104 34.4 % 
部員の情報を伝える 158 52.3 % 
部の練習内容を伝える 4 1.3 % 
部の試合成績を伝える 69 22.8 % 
部員の保護者の理解を得る 158 52.3 % 
教職員の理解を得る 60 19. 9 % 
行っていると見ることができる。
(1 1)広報の対象 (3項目以内）
部員 1 1 1 36.8 % 
部員の保護者 216 71. 5 % 
教職員 95 31. 5 % 
自校の高校生 41 13.6 % 
他校の高校生 7 2.3 % 
中学生 172 57.0 % 
一般の人々 108 35.8 % 
その他 31 10.3 % 
(1 2)広報の範囲
部内 34 11.3 % 
校内 41 13.6 % 
近隣の地域 78 25.8 % 
県内 114 37. 7 % 
関東•関西など地方 6 2.0 % 
全国 25 8.3 % 
無回答 4 1.3 % 
広報の対象は「部員の保護者」が 71.5％と最も


















年 77 25.5％ 平均 2.3回
月 12 4.0% 平均 1.0回
週 1 0.3% 5回
その他 0 0.0 % 

























































その他 1 0.3 % 
計 56 18.5% 
インターネット・ホームページ（更新回数）


































































広報活動をしていない 50 16.6% 



























8 2.6 % 
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5 
高校関係者の文章 1 0.3 % 課せられることになる。部の関係者以外の自校関係
陸上競技関係者の文章 15 5.0 % 者とはホームページの担当者であると思われる。
試合日程 132 43. 7 % (1 6)広報活動の効果
試合結果・成績 236 78.1 % 非常に効果がある 34 11.3 % 
練習など部活動の日程 77 25.5 % 効果がある 183 60.6 % 
練習内容 31 10.3 % どちらとも言えない 68 22.5 % 
練習結果 4 1.3 % あまり効果はない 8 2.6 % 
その他 13 4.3 % まった＜効果はない
゜
0.0 % 
広報活動をしていない 50 1 6.6 % 無回答 ， 3.0 % 
公報の内容としては、多い順に［試合結果・成 (1 7)広報活動の今後
績」 78.1%、「試合日程」 43.7%、「部の活動方 非常に盛んになると思う 32 10.6 % 
針など」 39.7%、「部員紹介・写真」 26.2%、 盛んになると思う 1 71 57.6 % 
「練習など部活動の日程」 25.5%となっている。 今と変わらないと思う 92 30.5 % 









徳中・高校の部報「力をあわせて」には、練習の様 全くなかった 220 72.8 % 
子や指導者と部員、指導者と卒業生•他校の指導者 1件あった 40 13.2 % 
の交流の様子が掲載され、部や指導者についての理 2~3件あった 34 11.3 % 
解を促す内容であると感じる。 4~5件あった 2 0.7 % 
(1 5)広報活動の担当者 6件以上あった 3 1.0% 
顧問 189 62.6 % 無回答 3 1.0% 
部員 30 9.9 % (1 9)部活動への苦情の増減
卒業生 (OBやOG) 19 6.3 % 非常に増えている 14 4.6 % 
部関係以外の自校関係者 69 22.8 % 増える傾向にある 108 35.8 % 
部員の保護者 7 2.3 % 変わらない 167 55.3 % 
梁者に依頼 6 2.0 % 減少傾向にある 3 1.0% 
その他 6 2.0 % 非常に減っている 5 1. 7 % 
無匝答 7 2.3 % 無回答 5 1. 7 % 
広報活動をしていない 50 16.6 % この 1年間の部活動への苦情については、 26.


























































1) 阿部征次 (1994) コーチングあらかると ベー
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